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義務教育学校「藍東学園」説明会における 

質疑応答の結果について 
 

 岐阜市では、令和８年４月に岐阜市立としては２校目の義務教育学校「藍東学園」を開校

予定です。開校に向けて、令和７年６月３日（火）の１８時３０分から、岐阜市立芥見東小

学校で義務教育学校「藍東学園」説明会を開催いたしました。 

 芥見東小、藍川東中の児童生徒の保護者、地域の皆さま７０名以上に出席いただき、質疑

応答では、多くのご意見、ご質問等をいただきました。いただいたご意見、ご質問への岐阜

市教育委員会の考え方は下記のとおりです。 

 なお、ご意見、ご質問は、趣旨を損なわない程度に要約しておりますので、ご了承くださ

い。 
 

NO. いただいたご意見、ご質問（要旨） 岐阜市教育委員会の考え方 

１ 教科担任制の良さもあるが、担

任の先生がその学級の多くの授業

を担当する良さもあるのではない

か。 

 教科担任制でより専門性の高い授業ができると考え

ています。ただし、１年生から９年生全ての教科にお

いて教科担任制にするかは検討中で、特に低学年に

おいては、よく考えていきます。 
 

２ 義務教育学校になることで、児

童生徒一人一人の支援はどうなる

のか。 

 義務教育学校になっても、一人一人を大切にして支

援していきます。例えば、義務教育学校で１つの学校

になっても、養護教諭は２名配置予定、保健室も２つ

設置予定で、これまでと変わらない支援を進めていき

ます。 
 

３ 義務教育学校になった場合、特

別支援学級も１～９年生で考えるの

か。 

 特別支援学級は、前期課程（１年生～６年生）と後

期課程（７年生～９年生）で分けて教室を位置付ける

予定です。基本的には、学級で授業を進めていきま

すが、義務教育学校の良さを生かし、異学年の交流

をすることで社会性などを育てる効果が期待できる授

業や活動などは、前期課程と後期課程、一緒に行うこ

とも考えています。 
 

４ 特別支援学級は何クラスになる

のか。 

 今年度の特別支援学級は、芥見東小で２クラス、藍

川東中で２クラスなので、来年度も特別教室学級の児

童生徒数が同数であるならば、４クラスの予定です。 
 

５ 義務教育学校になることで、教

員の増員はあるのか。考えてほし

い。 

 義務教育学校で１つの学校になっても、教員が減る

ことはない予定です。義務教育学校は先生の配置と

いう面でメリットが大きく、芥見東小と藍川東中が藍東

学園という１つの学校になることで、教科担任が確保

できます。特色ある教育を展開する学校として、教員

の増員を考えていきます。 
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６  体育館改修中の体育の授業はど

うなるのか。地域でも体育館を使用

するので、具体的なスケジュールが

決まったら教えてほしい。 

教育課程を工夫して、体育館工事期間中は、体育

館でなく、運動場でできる内容を実施することを考え

ています。具体的な工事期間は、分かり次第、お伝え

できるようにします。 
 

７ 芥見東小の体育館改修中、藍川

東中の体育館、武道場は使用でき

ないのか。 

 藍川東中の体育館も工事の関係で使用できない期

間があるので、どちらかは使えるように配慮したいと考

えています。 
 

８ 説明会のことなどを自治会のお

知らせで周知してほしい。 

 今後、自治会の回覧板を活用して、周知に努めて

いきます。 
 

９ 義務教育学校そのものを否定す

るわけではないが、行事が減ったり

規模が縮小したりするのではない

か。 

６年生は最高学年となることで、

成長するということもあるのではな

いか。 

県内の他の義務教育学校でも、必ずしも行事が減

るということは生じていません。 

確かに６年生が最高学年ではなくなりますが、９年

間を見通して、子どもたちの成長に責任をもって見守

っていけるので、リーダー性を育むことはできると考え

ています。また、いわゆる「中１ギャップ」を解消するこ

とができると考えています。 
 

１０ 小学校免許を持つ先生が中学

生を教えたり、中学校免許を持つ

先生が小学生を教えたりすることが

起きるのではないか。 

 中学校免許があれば、小学校で教科担任として専

門教科を担当することができます。岐阜県内の小中

学校の教員は、小中両方の免許を所有している割合

が７割以上であり、そうした強みを生かしながら、適材

適所に配置したいと考えています。 
 

１１ 異年齢の関わりの良さはあるが、

受験、思春期、反抗期などを考える

と、同学年集団のほうが良いという

子どももいるのではないか。ストレス

などの心のケアはどう考えているの

か。 

 

児童生徒一人一人の成長が違い、同一学年の集

団の方がいい子もいれば、逆に同一学年の集団でス

トレスを感じる子もいます。藍東学園での授業は、教

科センター方式で、基本的には同学年の集団で行い

ます。ただ、義務教育学校の特色を生かし、独自の特

別な教科、様々な行事は、異年齢集団の良さを取り

入れたいと考えています。いずれにしても、ケアが大

事で、本当に子どもたちが楽しいと思っているだろう

か、ストレスは感じてないだろうかということをよく見て

いく必要があります。先生がたくさんいるので、多くの

目で 1人の生徒を見ることができ、養護教諭も 2人体

制で対応できます。義務教育学校の教育課程がどん

な効果があるのかを常々検証しながら、児童生徒一

人一人が「また明日も行きたい学校」を目指していき

たいと考えています。 
 

１２ 今後、テニスコートや柔道場を設

置する予定はあるのか。 
 

現在、計画はありません。課題としてとらえていきま

す。 
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１３ 部活動はどうなるのか。 部活動は、現在、藍川東中、藍川中、藍川北学園

の３校が一緒になって土日の地域保護者クラブを運

用していこうという動きになっています。それぞれの部

活動、それぞれの保護者クラブがどこの場所を使っ

て、どんな活動をしていくのかは、これから決定をして

いく段階であり、今後、お知らせさせていただきます。 
 

１４ 中学生が部活をするのに、小学

校の体育館では足りない部分があ

る。改修までの部活動はどうするの

か。体育館を先に改修できないか。 

改修が必要な場合は考えていきます。改修時期に

ついても検討します。体育館は、床を張り替えて、バ

スケットゴールも中学生が使用できるものに取り換える

予定です。部活動については、まずは学校に相談し

てください。 
 

１５ 給食について、異年齢で食べる

ことがあるのか。 

ランチルームの計画はありませんが、異年齢で給

食を食べることを考えています。 
 

１６ 卒業アルバムは、６年生でつくら

ないのか。 

一律で決まっているのものではありません。子ども、

保護者の意見を基に、学校で検討してください。 
 

１７ ６年生の卒業式に代わるものは

あるのか。 

藍東学園ではどのような形がいいのか、考えること

が大事です。子ども、保護者の意見を基に、前期課

程修了式を行うことも考えていきます。 
 

１８ 制服は今のものをいつまで着て

もいいのか。７年生から制服なの

か。 

各家庭の事情もあるので、ご意見を基に考えていき

ます。小学校１年生から制服を着用することは、考え

ていません。７年生から制服着用を考えています。例

えば、５年生からどうしても着たいとの意向があれば、

それも良いのではないかと考えています。 
 

１９ 来年度４月１年生になる保護者

だが、ランドセルはどうなるのか。 

ランドセルでなければならないというわけではありま

せん。登校の安全を考えて、両手がふさがらないよう

に、例えばランドセル、例えばリュックサックなど、子ど

もの安全を第一に考えています。 
 

 


